
① 22人

② 20人

③ 応募企業に手書きでの記入。パソコン等による作成を決めてもらう。 17人

④ 就職希望者が手書きでの記入、パソコン等での作成のどちらでも選べる。 14人

①選択理由

・ 生徒本人の努力や意気込みを企業に伝えられると考えるため。

・ ボールペンでの書類作成に苦労する者もいるが、進路活動も学びの場であると考え自分を知る良い機会にもなっている。

・

・ 履歴書作成の指導において、入力方法などの指導等が困難、手書きのほうが履歴書の指導がしやすい。

・ 生徒が記入するということが大事だと考える。書類を丁寧に書くということを学ぶ良い機会である。

・ パソコンやスマホに頼りすぎていて、文字を書く能力が低下している生徒が多く、手書きの練習をさせたほうが良い。

②選択理由

・ 履歴書指導が楽になるため

・ 手書きに比べ修正時の生徒の負担が少なくなるため。

・ 履歴書の作成にかける時間が短縮され、その分を面接練習に充てることができるため。

・ 教育におけるデジタル化を推進するため。

③選択理由

・ 企業によっては、字の綺麗さやバランスなど細かい作業に向いているかを判断する企業もあるため、作成方法は企業判断が良い。

・ 生徒のことを考えればパソコンでの作成が望ましいが、企業側では手書きの履歴書のほうが得られる情報が多いため。

・ 手書きによる緊張感により、就職意識を高められる部分もあるが、企業の意向があるのであればパソコン作成を可能にしても良い。

・ 募集する企業や職種により手書きが好ましい場合があり、手書きかパソコン化は企業での社風や考え方が垣間見える気がするから。

・ 学校での指導として、企業の方に「どちらでも可」とされると迷ってしまうので、どちらかに決めてほしい。

・ 企業の意向があれば、それを優先したほうが良い。

④選択理由

・ 様々な理由（障害的なことや家庭環境等）で手書きが難しい、PC機器の情報機器の使用が難しい生徒がおり、慣例ではなく

様々な生徒に柔軟に対応できる仕組みが必要である。

・ 自宅にパソコンがなく作業環境が限られる生徒がいるため。

・ 手書きが苦手な生徒について、生徒・教員の負担が大きいが、文字に自身のある生徒に手書きの選択肢を残したい。

・ 生徒の主体性を重視し、手書きとパソコン等のどちらでも選択できたほうが良い。

・ パソコンだと作成時間の短縮ができる一方で、手書きにより思いを込める、気持ちを伝えたいという生徒もいるため任意が望ましい。

・ 就職希望者の多い学校においては、手書きのみの指導は教員の負担が大きくパソコンでの記入を可とすることにより、一部生徒の

下書きの修正と、清書の修正時間が激減する。

令和５年 就職慣行等に関するアンケート調査（履歴書の作成方法）（学校関係者）

応募書類の作成方法について

これまで通り手書きで記入する。

パソコン等により作成する。

パソコン作成の環境が不十分のため。
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各項目の主な選択理由

【調査概要】

◆対象者 ：就職希望者が一定数以上の千葉県内高等学校の進路指導主事及び進路指導就職担当

◆回答者数 ：73人
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